








   プロジェクトの背景と概要 
 

























ワシントン大学 Orbis Cascade Alliance 
香港コンソーシアム JULAC (The Joint University Librarians Advisory Committee) 
Ex Librisのユーザ会 IGeLU(The International Group of Ex Libris Users) 
 




















目的の共有 経験 信頼 相互理解 図書館の環境  
信頼：協力協定 相互理解：似ている環境(資料 利用者) 地理的条件 































































































































































































































































































































2.Request For Proposal(RFP)作成から提案要求 
• 2017/05 早慶図書館システム共同運用に向
けてのキックオフミィーティング 
• 2017/08 RFP(日本語版)完成 







• 紙と電子の統合システム 紙と電子のディスカバリー 
• MARC21フォーマット World Cat への登録が容易 
• 利用者データの扱い 
GDPR(General Data Protection Regulation)レベルの対応 
 
• 共同運用の原則 






















































• 2017年08月提案依頼(国内4社 海外 4社) 
• 2017年09月提案2社 説明会開催 
• 2017年11月選定 
• 2018年02月早慶でEx Libris社と契約 
2018年2月 早稲田深澤館長 Ex Libris 慶應赤木所長 
4.導入を振り返って 
• 業務クラウドへ移行し、すべてのAlmaユーザ
と同じプラットホームで業務を進めることに
なった 
 
• 早慶にとっては、これからがはじまりである 
 
• 早慶でのコンソーシアムを通じて思ったこと 
– 日々の活動で相互理解や信頼感を深めていくことが
重要だ 
 
